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第１章 環境影響評価準備書の公告及び縦覧

１．環境影響評価準備書の公告及び縦覧

「環境影響評価法」第 16 条の規定に基づき，当社は環境の保全の見地からの意見を

求めるため，準備書を作成した旨その他事項を公告し，準備書及びその要約書を公告

の日から起算して１月間縦覧に供した。

(1) 公告の日

平成 22 年 8 月 25 日（水）

(2) 公告の方法

① 平成 22 年 8 月 25 日（水）付けの次の日刊新聞紙に「公告」を掲載した。（資

料 1参照）

・河北新報（宮城県版，朝刊） ・朝日新聞（宮城県版，朝刊）

・毎日新聞（宮城県版，朝刊） ・読売新聞（宮城県版，朝刊）

・産経新聞（宮城県版，朝刊） ・日本経済新聞（東北版，朝刊）

② 上記の公告に加え，次の「お知らせ」を実施した。

・次の自治体広報誌（2誌）の 9月号（9月 1日発行）に掲載。（資料 2参照）

(ⅰ)多賀城市の広報誌（広報多賀城）

(ⅱ)七ヶ浜町の広報誌（広報しちがはま）

・宮城県ホームページ（平成 22 年 8 月 25（水）より）及び仙台市ホームページ

（平成 22年 9月 3日（金）より）に掲載。（資料 3参照）

・当社ホームページに平成 22年 8月 24 日（火）より掲載。（資料 4参照）

(3) 縦覧場所

自治体庁舎 4箇所，当社事業所 4箇所，計 8箇所にて縦覧を実施した。

・自治体庁舎：宮城県環境生活部環境対策課（仙台市青葉区本町三丁目 8-1）

仙台市環境局環境部環境都市推進課

（仙台市青葉区一番町四丁目 7-17 小田急仙台ビル9階）

多賀城市役所（多賀城市中央二丁目 1-1）

七ヶ浜町役場（宮城郡七ヶ浜町東宮浜字丑谷辺 5番地の 1）

・当社事業所：仙台営業所（仙台市青葉区中央四丁目 1-6）

塩釜営業所（多賀城市鶴ヶ谷一丁目 11-1）

新仙台火力発電所（仙台市宮城野区港五丁目 2-1）

仙台火力発電所（宮城郡七ヶ浜町代ヶ崎浜字前島 1番地）
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(4) 縦覧期間

平成 22年 8月 25 日（水）から平成 22 年 9 月 24 日（金）までとした。

なお，当社事業所では，縦覧期間終了後も平成 22 年 10 月 8 日（金）まで閲覧で

きるようにした。

・自治体庁舎：午前 9時から午後 5時まで（土・日曜日，祝日を除く）

・当社事業所

仙台，塩釜営業所：午前 9時から午後 4時まで（土・日曜日，祝日を除く）

新仙台火力発電所：午前 9時から午後 5時まで（土・日曜日，祝日も実施）

仙台火力発電所 ：午前 9時から午後 5時まで（土・日曜日，祝日を除く）

(5) 縦覧者数（縦覧名簿記載者数）

総数 53 名〔178 部〕

（内訳）宮城県環境生活部環境対策課

仙台市環境局環境部環境都市推進課

多賀城市役所

七ヶ浜町役場

仙台営業所

塩釜営業所

新仙台火力発電所

仙台火力発電所

11 名〔 15部〕

13 名〔 32部〕

10 名〔 16部〕

1名〔 12部〕

7名〔 22部〕

3名〔 8部〕

7名〔 50部〕

1名〔 23部〕

注：〔 〕内の数値は，当社が作成し縦覧場所に備え付けた「環境影響評価準備書
のあらまし」の持帰り部数である。

２．環境影響評価準備書についての説明会の開催

「環境影響評価法」第 17 条の規定に基づき，準備書の記載事項を周知するための説

明会を開催した。

説明会の開催の公告は，準備書の縦覧等に関する公告と同時に行った。（資料 1 参

照）

(1) 開催日時

平成 22 年 9 月 9 日（木）18 時 30 分から 20時 15 分まで

(2) 開催場所

多賀城市民会館小ホール（所在地：多賀城市中央二丁目 27-1）

(3) 来場者数

176 名
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３．環境影響評価準備書についての意見の把握

「環境影響評価法」第 18 条の規定に基づき，当社は環境の保全の見地からの意見を

有する方の意見書の提出を受け付けた。

(1) 意見書の提出期間

平成 22 年 8 月 25 日（水）から平成 22年 10 月 8日（金）までの間

（縦覧期間及びその後 2週間）

(2) 意見書の提出方法

① 縦覧場所にある意見書箱への投函（資料 5参照）

② 当社への郵送による書面の提出

(3) 意見書の提出状況

提出された意見の総数は，5件（3通）であった。
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第２章 環境影響評価準備書について提出された環境の保全の見地からの意見の概要と

これに対する当社の見解

「環境影響評価法」第 18 条第１項の規定に基づき,環境影響評価準備書について，環

境の保全の見地から提出された意見は 3 件であった。なお，環境の保全の見地以外から

の意見は 2件であった。

「環境影響評価法」第 19 条の規定に基づく,準備書についての意見の概要並びにこれ

に対する当社の見解は，次のとおりである。

環境影響評価準備書について提出された意見の概要と当社の見解

１．環境の保全の見地からの意見

No. 意見の概要 当社の見解

１ 環境影響評価準備書に記載されてい

る「低振動・低騒音工法」とは具体的に

はどのような事なのか説明して欲しい。

振動や騒音の発生源となる建設機械は，可能

な限り低振動・低騒音型機械を使用するととも

に，低振動・低騒音工法の採用に努める計画と

しています。

具体的には，コンクリート構造物の取り壊し

においては，金属製のツメでコンクリートをは

さんで圧砕するコンクリート圧砕機や，ダイヤ

モンドワイヤーによりコンクリートを切断する

ワイヤーソー工法を使用することにより，打撃

によりコンクリートを砕くブレーカーに比べ

て，振動・騒音を低減することができます。

また，杭の打設においては，杭先端部の地盤を

掘削しながら杭を圧入する中掘工法や，あらか

じめ地盤に杭径よりやや大きめの孔をあけ，そ

の中に杭を挿入するプレボーリング工法を使用

することにより,杭頭部を打撃して杭を打込む

打撃工法に比べて，振動・騒音を低減すること

ができます。
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No. 意見の概要 当社の見解

２ 煙突に塗ってある塗料はハヤブサに

とって有害ではないか。また，桟橋を設

置するに当たり，有害物質（環境ホルモ

ン）などが流出しないか。

鳥類への有害物質による影響としては，鉛な

どの重金属が影響した報告がありますが，煙突

に使用する塗料は，住宅の壁面や屋根など一般

的に使用されているポリウレタン樹脂系塗料で

あり，鉛などの有害な重金属を含まないため，

塗料によるハヤブサへの影響はないものと考え

ています。

また，桟橋は，基礎杭（鋼管杭）で支持する形

式であり，鋼管杭の腐食防止のために塗装等を

行いますが，当社で採用を計画している材料に

ついてメーカーへ聞き取り調査等を行なった結

果では，環境ホルモン物質の疑いのある物質は

含まれていません。

なお，桟橋の設置にあたっては，海底に基礎

杭（鋼管杭）を打設する際に，僅かながら海底

土砂の拡散が想定されますが，桟橋を設置する

海底土砂はダイオキシン類や有害物質の環境基

準等に適合していることを確認しており，海生

生物への影響はないものと考えております。

３ 野菜や土には影響はないのでしょう

か。

発電所の稼働による野菜や土への影響要因と

しては，燃焼に伴う硫黄酸化物，窒素酸化物，

ばいじん，ダイオキシン類の大気汚染物質が挙

げられます。

硫黄酸化物及びばいじんについては，燃料と

してＬＮＧを使用するため発生はありません。

ダイオキシン類については，発生の原因となる

塩素類が燃焼過程で使用される空気中に含まれ

ますが，高温で完全燃焼することから，ほとん

ど発生しません。

また,窒素酸化物については，「新・公害防止

の技術と法規 2010－大気編」（社団法人産業環

境管理協会，平成 22 年）によれば，数百 ppb～

数 ppm で植物への影響が発生するとされていま

すが,本事業による最大着地寄与濃度は，日平均

値の最大で 0.00043ppm（0.43ppb）と低濃度であ

り，バックグランド濃度を含めた将来環境濃度

は 0.02843ppm（28.43ppb）であることから，野

菜や土への影響はないものと考えています。
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２．その他（環境の保全の見地以外からの意見）

No. 意見の概要 当社の見解

１ 万が一発電所で事故（爆発など）が起

きた時の対策法や被害を受けるであろ

う市町村の範囲を明確に説明して欲し

い。

発電所及びＬＮＧ燃料設備は，電気事業法お

よび消防法等に基づきＬＮＧ，気化ガスの漏洩

を防止するとともに，周囲に着火源がないよう

設計します。

また，発電所内の消火設備等の設備面，並び

に周辺企業も含めて連絡・消火体制等の組織面

においても備えを十分にし，速やかに防災対策

をとることとしています。

仮にＬＮＧ，気化ガスが大気中に漏洩したと

しても，主成分がメタンであり，空気よりも軽

いことから短時間で上方に拡散してしまうた

め，万が一周辺設備で着火事象が起きてもＬＮ

Ｇ，気化ガスへの着火の可能性は極めて低いと

考えます。

なお,漏洩したＬＮＧ，気化ガスを発火させ

た場合のシミュレーションを実施しており，そ

の結果によれば，影響範囲はいずれも数十ｍ四

方であり発電所の敷地内に留まります。

２ 船からの燃料流出の際の対応につい

て大丈夫であるかが不明確であるため，

環境影響評価書に記載して下さい。

ＬＮＧの輸送は専門の船会社により行なわ

れます。ＬＮＧ船は，国際海事機関(IMO)の定

める基準に基づき船底の外板が2重の鉄板で強

固に建造され，さらに船内のタンクは外板から

離れている位置に設置されており，万が一外板

が破損しても船から積荷のＬＮＧや燃料の重

油が直ちに流出することがないように設計さ

れています。

また,ＬＮＧ船の構造上の対策に加え，万が

一燃料が流出した場合に備え，連絡・防災等の

組織体制を十分にし，速やかに燃料の流出防止

等の対策をとることとしています。

なお，準備書についての意見の概要と当社の

見解は，評価書に記載します。
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日刊新聞紙に掲載した公告

○平成 22 年 8 月 25 日（水）掲載

・河北新報（宮城県版，朝刊）

・朝日新聞（宮城県版，朝刊）

・毎日新聞（宮城県版，朝刊）

・読売新聞（宮城県版，朝刊）

・産経新聞（宮城県版，朝刊）

・日本経済新聞（東北版，朝刊）

資
料
１

7



8

「広報 多賀城」9月号掲載

「広報 しちがはま」9月号掲載

資料２
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宮城県ホームページ掲載内容

○平成 22年 8月 25 日（水）より，宮城の環境アセスメント：お知らせに掲載

環境影響評価図書の縦覧のお知らせ

１ 書類
新仙台火力発電所リプレース計画 環境影響評価準備書

２ 縦覧場所
宮城県環境生活部環境対策課（仙台市青葉区本町三丁目八番一号）
仙台市環境局環境部環境都市推進課（仙台市青葉区一番町四丁目七番十七号

小田急仙台ビル九階）
多賀城市役所（多賀城市中央二丁目一番一号）
七ヶ浜町役場（宮城郡七ヶ浜町東宮浜字丑谷辺五番地一号）
東北電力株式会社 仙台営業所（仙台市青葉区中央四丁目一番六号）
東北電力株式会社 塩釜営業所（多賀城市鶴ヶ谷一丁目十一番一号）
東北電力株式会社 新仙台火力発電所（仙台市宮城野区港五丁目二番一号）
東北電力株式会社 仙台火力発電所（宮城郡七ヶ浜町代ヶ崎浜字前島一番地）
３ 縦覧期間
平成 22 年８月 25 日（水）から平成 22年９月 24日（金）まで
(ただし、土曜日、日曜日、祝日は除きます。)
東北電力株式会社新仙台火力発電所では土曜日、日曜日、祝日もご覧になれます。
なお、東北電力株式会社事業所では、縦覧期間終了後も平成 22年 10 月８日（金）ま
でご覧になれます。
４ 縦覧時間
午前９時から午後５時まで
（ただし、東北電力株式会社仙台営業所、塩釜営業所は午後４時までとさせて頂きま
す。）
５ 意見書の提出
「環境影響評価準備書」について、環境保全の見地からのご意見をお持ちの方は、縦
覧場所に備え付けております意見書箱にご投函くださるか、または書面にて郵送により
お寄せください。
１）意見書の記載事項
・氏名及び住所
（法人その他の団体にあっては、その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地）
・意見書の提出の対象である準備書の名称
・準備書についての環境保全の見地からの意見
（日本語により意見の理由を含めて記載してください。）
２）意見書の提出期限
平成 22年 10 月８日（金）まで（当日消印有効）
３）意見書の提出先
〒９８０―８５５０ 宮城県仙台市青葉区本町一丁目七番一号

東北電力株式会社 環境部（環境管理）宛
６ 説明会の開催する日時及び場所
日 時 平成 22 年９月９日（木）午後６時 30分から午後８時 30分（予定）
場 所 多賀城市民会館小ホール（多賀城市中央二丁目二十七番一号）
７ お問い合わせ先
東北電力株式会社 環境部（環境管理）
ＴＥＬ ０２２―７９９―６１５４

資料３(1)
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仙台市ホームページ掲載内容

○平成 22年 9月 3日（金）より，環境影響評価（環境アセスメント）：お知らせに掲載

新仙台火力発電所リプレース計画の準備書及び要約書の縦覧

環境影響評価法に基づく「新仙台市火力発電所 リプレース計画 環境影響評価準備書及び要

約書については、以下のとおりご覧になれます。

縦覧期間及び場所

●期間： 平成２２年８月２５日（水）から平成２２年９月２４日（金）まで

（土、日曜日及び休日を除く。）

●時間： 午前 9時から午後 5時まで

●場所： 環境局環境部環境都市推進課（青葉区一番町 4-7-17 小田急仙台ビル９階）

※ 宮城県庁，事業者事務所等でもご覧になれます。詳しくは東北電力ホームページをご覧くださ

い。

※ 縦覧期間終了後も環境都市推進課で準備書及び要約書の閲覧が可能です。

事業の概要

●事業者の名称： 新仙台火力発電所リプレース計画

●事業の種類： 火力発電所（ガスタービン及び汽力によるコンバインドサイクル発電方式）

●事業の規模： 出力 ９８万ｋＷ

●事業の位置： 仙台市宮城野区港５－２－１及び地先海域

意見書の提出

準備書について、環境の保全の見地から意見のある方は、事業者に意見書を提出することがで

きます。意見書は以下の期間に提出先へ書面にて郵送して下さい。

●期間： 平成２２年８月２５日（水）から平成２２年１０月８日（金）まで（当日消印有効）

●提出先： 〒980-8550 仙台市青葉区本町１－７－１

東北電力株式会社 環境部（環境管理）宛

連絡先： TEL 022-799-6154

●意見書に記載する事項

・氏名及び住所（法人その他の団体の場合はその名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所

在地）

・意見書の提出の対象である準備書の名称

・準備書についての環境保全の見地からの意見（日本語により意見の理由を含めて記載してく

ださい。）

資料３(2)



11

当社ホームページに掲載したお知らせ

○平成 22年 8月 24 日（火）よりお知らせに掲載

新仙台火力発電所リプレース計画環境影響評価準備書の届出・送付および縦覧・説

明会について

平成 22 年 8月 24 日

当社は、本日、環境影響評価法および電気事業法に基づき、「新仙台火力発電所リプレース計

画環境影響評価準備書」（以下、「準備書」）を経済産業省に届出するとともに、宮城県、仙台市、

多賀城市および七ヶ浜町に送付いたしました。

また、明日８月２５日（水）から、地域の皆さまに「準備書」の縦覧を行うとともに、９月９日（木）に多

賀城市民会館において説明会を開催いたします。

当社は、低炭素社会の実現に向けた二酸化炭素排出量の削減や発電効率の高い競争力のある

電源確保の観点から、新仙台火力発電所１、２号機を廃止し、コンバインドサイクル発電設備であ

る３号系列（出力９８万ｋＷ）にリプレースすることとしております。

今回届出・送付した「準備書」は、本事業の実施に伴う環境影響について調査・予測・評価した結

果を取りまとめたもので、排ガス、温排水、騒音・振動、動物・植物などの各項目について適切な対

策を実施することにより、環境影響を低減できることを確認しております。

なお、「準備書」の縦覧および説明会の日時等は以下のとおりです。

１．「準備書」の縦覧

（１）場所

自治体庁舎：宮城県環境生活部環境対策課、仙台市環境局環境部環境都市推進課、多賀城

市役所、七ヶ浜町役場

当社事業所：仙台営業所、塩釜営業所、新仙台火力発電所、仙台火力発電所

（２）期間

自治体庁舎：平成２２年８月２５日（水）から９月２４日（金）まで

（土曜日、日曜日、祝日を除く）

当社事業所：平成２２年８月２５日（水）から１０月８日（金）まで

（新仙台火力発電所以外の事業所は土曜日、日曜日、祝日を除く）

（３）時間

午前９時～午後５時（当社仙台営業所、塩釜営業所は午後４時まで）

２．「準備書」の説明会

（１） 日時 平成２２年９月９日（木）午後６時３０分～午後８時３０分

（２） 場所 多賀城市民会館小ホール 住所：宮城県多賀城市中央２丁目２７－１

（３） お問い合わせ先 東北電力株式会社 環境部（環境管理） 電話：022-799-6154

（説明会への参加にあたっては、事前のお申し込みは不要です。）

以上

資料４
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「新仙台火力発電所リプレース計画 環境影響評価準備書」

御 意 見 記 入 用 紙

平成２２年 月 日

〒

御 住 所

御 氏 名

連 絡 先

環境影響評価法第１８条の規定に基づき，環境保全の見地から次のとおり意見を提出する。

注）環境影響評価法施行規則第１２条の規定により，住所，氏名は必ず記入願います。

なお，本用紙にご記入いただきました情報は，個人情報保護の観点から適切に取り扱います。

資料５

御 意 見 の 内 容 及 び そ の 理 由


